
平成２９年度 自己評価最終評価結果 

 
                                    石川県立錦城特別支援学校   
  (№１） 

重点目標 具体的取組 実現状況の達成度判断基準 最終集計結果 分析（成果と課題） 
（１） 
児童生徒の主体性を引
き出すための授業改善
と専門性の向上を図る
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  
 
 
 

児童生徒の主体性を引き
出すための、授業改善や学
習環境の整備、ICTを含む教
材教具の効果的な工夫を行
う。 

児童生徒の主体性を引き出すた
め効果的な学習環境の整備や教材
教具を何点準備できたか 
Ａ：5点以上 
Ｂ：3点以上 
Ｃ：1～2点 
Ｄ：0点 
 

【達成基準】Ａ＋Ｂの割合が80％
以上かつＡが50％以上 

各教員の達成度の割合 

(単位％) 

      A  B  C  D 
小  66.7 33.3 0  0 
中  33.3 66.7 0  0 
高  50.0 50.0 0   0 
分 100.0  0   0  0 
全体 53.8 46.2 0   0 

すべての職員がＢ評価以上に該当したが、中学部だけ
Ａ評価が基準に達していない。何点準備したかについ
て、数えにくいとの意見がだされていた。今後評価の
仕方について見直す必要があると思われるが、児童生
徒の主体的な姿を引き出すための、教室環境の整備や
教材の工夫をすることは大切なことであり、Ａ評価に
なるよう今後とも継続して取り組んでいく。 
 
 

② 
 
 
 
 

専門性の向上を図り、児
童生徒の特性や能力に応じ
た授業を展開する。 

授業参観等で授業内容に満足し
ている保護者や関係機関の割合 
Ａ：90％以上 
Ｂ：80％以上 
Ｃ：70％以上 
Ｄ：70％未満 
 

【達成基準】Ａ以上 

回答数 
・授業参観 18 
 授業への満足度（4項目） 
 100％ 

授業内容のわかりやすさ、教員の児童生徒とのかかわ
り方、教材などの工夫、学習環境の４点についてアン
ケートで質問している。いずれの項目もマイナス評価
がなかった。アンケートで問うた項目はいずれも授業
改善に関係するものである。今後とも継続して取り組
んでいく。 
 

学校関係者評価委員会の評価 

・授業の一番大切なことである。職員が自信をもってＡ評価を着けられるようになるとよい。今後も継続して取り組んでい

ってほしい。 

 

学校関係者評価委員会の評価結果を 
踏まえた今後の改善策 

・学校研究をとおして授業実践に取り組み、チームティーチングの有効なあり方をふくめ授業改善をはかり、児童生徒の主

体性を引き出す取り組みを継続していく。 

・教材教具の効果的な工夫については、日々の実践で意識した取り組みを継続していく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成２９年度 自己評価最終評価結果 

 
                                    石川県立錦城特別支援学校   
  (№２） 

重点目標 具体的取組 実現状況の達成度判断基準 最終集計結果 分析（成果と課題） 
（２） 
系統的にキャリア教育
を推進し、進路支援の
充実を図る。 
 
 
 
 
 
 

① ① 
 
 

錦城版キャリア教育プロ
グラムを個別の教育支援計
画等に活かし、児童生徒一
人一人に１つ以上具体的な
実践する。 

 キャリア発達面の個別設定の項
目で向上が見られた児童生徒の割
合 
Ａ：90％以上 
Ｂ：80％以上 
Ｃ：70％以上 
Ｄ：70％未満 
 

【達成基準】Ｂ以上 

≪教員：単位％≫ 

    
小    100.0  
中   100.0 
高    93.8 
全体   96.9  

 

教員が児童生徒一人一人のキャリア発達を育成す
る取組を行い、個別のねらいに対して向上が見られた
かどうかで達成度を判断した。小中学部については、
１００％であった。高等部についても中間評価よりも
高い値であった。今後も児童生徒一人一人に応じた具
体的な実践をより一層今後も続けていく。 
 

②  
 
 

毎月のあいさつ運動等を
通し、教員自らが見本を示
すことで、様々な場面であ
いさつができる児童生徒を
育てる。 

 あいさつの仕方に向上が見られ
た児童生徒の割合 
Ａ：90％以上 
Ｂ：80％以上 
Ｃ：70％以上 
Ｄ：70％未満 

 
【達成基準】Ｂ以上 

チェックシートによる向上が見ら
れた児童生徒の割合(単位％) 
 小  100.0 
 中   63.2 
 高   96.8 
 全体  86.6 

中間評価での反省を受けチェック方法を見直し日々
のあいさつの様子もチェックし指導に活かした。その
結果全体としてＤ評価からＢ評価に向上した。特に小
学部と高等部についてはＡ評価で目標が十分達成で
きた。一方で中学部がＤ評価であり、今後もあいさつ
向上の取り組みを続けていく必要がある。 

③  公共施設の清掃や作業製
品の販売等を通して、生徒
の就労面での実践的な能力
や態度の育成を図る。 

就労面での能力や態度が向上し
たとする生徒の割合 
Ａ：90％以上 
Ｂ：80％以上 
Ｃ：70％以上 
Ｄ：70％未満 
 

【達成基準】Ｂ以上 

高等部生徒６名中６名に向上が見
られた。 

100％ 

目標は達成することができた。中間評価で課題になっ
ていた「てきぱき動く」「休憩時間の態度」「言葉遣
い」の項目で就労サポーターとともに取り組んだ結果
、どの項目も向上が見られた。後期については就業体
験実習と重なりすべての生徒について評価できなか
った。今後も就労を目指す生徒について取り組みを続
けていく。 

④  
 
 
 
 

進路だよりや進路掲示板
の活性化を図りつつ、保護
者が希望する進路情報を提
供する。 

 学校からの進路情報はわかりや
すく参考になったかどうか 
Ａ：十分参考になった 
Ｂ：やや参考になった 
Ｃ：あまり参考にならなかった 
Ｄ：参考にならなかった 

 
【達成基準】Ａ＋Ｂが70％以上 

≪保護者：単位％≫ 

  Ａ   Ｂ   Ｃ   Ｄ 
小  28.6  64.2   0    7.2 
中  42.9   57.1   0     0 
高  38.0   48.3  13.7   0 
全体36.8   54.4   7.0   1.8 

保護者評価は達成基準に達しており、良好といえる。
また、ＣＤ評価も減っている。しかし、高等部におい
てＡ評価が減っていることについては今後の検討課
題である。学校からの進路情報は、個別の懇談等によ
る情報、掲示物や進路便り等によるお知らせの内容、
発信方法についてもこれまで以上に見直していく必
要がある。さらに進路情報ニーズを把握し、担任や保
護者への情報の提供などこれからも続けてく。 

学校関係者評価委員会の評価 

・学校からの進路情報について、小学部でＤ評価を付けた保護者がいることは重要視した方がよい。何らかの改善が必要で
ある。保護者の中には、進路に関して知識のない方も多い。進路に対する認識には温度差がある。学校に相談するにして
も何を聞いていいか分からず不安に思っている保護者もいる。 

学校関係者評価委員会の評価結果を 
踏まえた今後の改善策 

・進路支援の手引きを作成し基礎的な知識と話題提供をしていく。小学部の段階から進路を考えていけるような取り組みを
していく。 



平成２９年度 自己評価最終評価結果 

 
                                    石川県立錦城特別支援学校   
  (№３） 

重点目標 具体的取組 実現状況の達成度判断基準 最終集計結果 分析（成果と課題） 
（３） 
児童生徒の健康の維持
、体力の増進に努める
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  
 
 
 

体づくりや体育の授業を
通して、児童生徒の体力向
上に努める。 
また、重度重複児童生徒

の健康維持増進、身体機能
の維持に努める。 

≪小≫体力の向上が見られたとす
る児童の割合 
Ａ：80％以上 
Ｂ：70％以上 
Ｃ：60％以上 
Ｄ：60％未満 

 
【達成基準】Ｂ以上 

目標に応じて伸びが見られた児童
の割合 
・体力の向上 
   

77％ 

伸びが見られた生徒の割合が77％でありＢ評価とな
り目標は達成された。またその他の児童については健
康の維持増進が見られた。体力向上、健康の維持増進
の結果としては100％となり、継続して取り組んだこ
とで一定の成果が見られた。 

≪中≫体力の向上が見られたとす
る生徒の割合 
Ａ：80％以上 
Ｂ：70％以上 
Ｃ：60％以上 
Ｄ：60％未満 
 

【達成基準】Ｂ以上 

伸びが見られた生徒の割合 

 
・立ち幅跳びで 71.4％ 

瞬発力について立ち幅跳びの測定を行い4月より71.4
％（14名中10名）の生徒に記録の向上が見られた。体
育の時間においてトレーニングの時間をこまめにと
ったためとみられる。目標としていた8割には到達し
なかったが、多くの生徒に向上が見られたことはよか
った。達成基準はＢ評価となり目標は達成した。50ｍ
走は天候不順で実施できなかった。 

≪高≫体力の向上が見られたとす
る生徒の割合 
Ａ：80％以上 
Ｂ：70％以上 
Ｃ：60％以上 
Ｄ：60％未満 

 
【達成基準】Ｂ以上 

持久力テストで記録が伸びた生徒
の割合 

 
≪Ａグループ≫ 75 ％ 

≪Ｂグループ≫ 78.6％ 

 

体育で持久力の向上に取り組んだ。Ａグループでは男
子1500ｍ走、女子1000ｍ走のタイムを5月と10月に測
定し、14名中9名の生徒の記録が向上した。年度末に
再度測定を実施する。Ａグループ、Ｂグループともに
Ｂ評価となり、目標を達成することができた。 

≪肢≫個々に応じた評価基準で健
康の維持増進が見られた児童生徒
の割合 
Ａ：80％以上 
Ｂ：70％以上 
Ｃ：60％以上 
Ｄ：60％以上 
 

【達成基準】Ｂ以上 

健康の維持増進が見られた児童生
徒の割合 
 

100％ 

小中高それぞれの部で個々に応じた目標を設定し取
り組んだ。9名中9名で目標を達成しており、健康の維
持増進を確認することができた。今後も、医療など外
部専門家の助言を仰ぎながら今後も継続して取り組
んでいく。 

学校関係者評価委員会の評価 

・健康の維持、体力向上の取り組みはよい。継続して取り組んでほしい。 

学校関係者評価委員会の評価結果を 
踏まえた今後の改善策 

・健康の維持、体力向上については、今後も体育や体力づくり等の通常の授業の中で継続して取り組みを進めていく。 

 



 平成２９年度 自己評価最終評価結果 

 
                                    石川県立錦城特別支援学校   
  (№４） 

重点目標 具体的取組 実現状況の達成度判断基準 最終集計結果 分析（成果と課題） 
（４） 
地域との交流を促進し
、情報を発信すること
により、社会への理解
啓発を図る。 
 
 
 
 
 
 
        
        
        
        
        
        
        
        
        

① 公共施設の清掃や作業製
品の販売を通して本校の取
り組みを地域に発信する。 

地域活動及び地域の方と接する
活動の年間回数 
Ａ：20回以上 
Ｂ：18回以上 
Ｃ：15回以上 
Ｄ：15回未満 
 

【達成基準】Ｂ以上 

３月末までの回数 
・清掃活動  ：9回 
・販売活動  ：7回 
・接客・案内 ：4回 
 

計２０回 
 

年間回数は２０回でＡ評価となり、目標は達成した。
清掃活動は加賀商工会議所、大聖寺駅、加賀市役所、
橋立地区会館の４か所、販売活動は本校文化祭を含め
７回行った。また、来客への接客・案内の機会を設け
、本校生徒が頑張っている姿を見てもらえた。年間回
数をこれ以上増やすことは現状では難しい。今後も今
年度並みに継続して取り組んでいく。 

② 
 

錦城RUN舞のよさこい披
露を通して地域との交流や
理解啓発を図る。 

地域行事でよさこい披露に参加
した児童生徒と教員数の合計平均 
Ａ：35人以上 
Ｂ：30人以上 
Ｃ：25人以上 
Ｄ：25人未満 

 
【達成基準】Ｂ以上 

       児童生徒 教員 
・アグリ加賀   12  14 
・南陽園     14  21 
・十万石祭り   16  22 
・幸徳園     11  18 
・錦城たかお祭  12  14 
  

平均３１人 
 

参加者の平均は３１人で、Ｂ評価となり目標は達成す
ることができた。よさこいソーランの活動は、本校を
地域の方に発信する大変良い機会である。土日開催の
ため保護者の協力が大変重要となっている。参加者が
減少しつつあり、今後も全校集会での紹介や保護者へ
の呼びかけの工夫をしていく必要がある。 

③ ホームページで児童生徒
の活動の様子を発信するこ
とにより特別支援教育の理
解啓発を図る。 

各学部が一年間に行ったホーム
ページの更新の回数 
Ａ：40回以上 
Ｂ：30回以上 
Ｃ：20回以上 
Ｄ：20回未満 

 
【達成基準】Ｂ以上 

２月９日段階の各部の更新回数 
・小 44 
・中 19 
・高 23  
 

小学部は、Ａ評価で目標を達成したが中学部、高等部
はＣ評価で目標達成できなかった。行事等ばかりでは
なく日常の授業の様子をアップロードすることや、小
グループに分け、各グループで更新に心がけることが
更新回数の増加につながると考えられる。 
 
 

学校関係者評価委員会の評価 

・よさこい参加者が少なくなってきていることが心配である。新たな参加者が増えるように保護者の意識を変えるよう育友
会と学校が一緒になって盛り上げていくことが必要である。 

・ホームページの更新回数も大事だが、何を見たいか探り、日常的なホットな発信が広がると学校のイメージアップにつな
がる。 

学校関係者評価委員会の評価結果を 
踏まえた今後の改善策 

・よさこいの参加には、保護者の協力が必要である。児童生徒に向けてだけでなく保護者に向けても呼びかけの工夫をして
いく。 

・ホームページの更新については行事だけでなく通常の授業の様子についてもアップしていくことを心がけていく。 

 
 
 
 
 
 



 
平成２９年度 自己評価最終評価結果 

 
                                    石川県立錦城特別支援学校   
  (№５） 

重点目標 具体的取組 実現状況の達成度判断基準 最終集計結果 分析（成果と課題） 
（５） 
いじめを見逃さない学
校づくりをする。 
 
 
 
 
 

① 
 

児童生徒の様子等を職員
間で共通理解を図り、小さ
なトラブルを見逃さずに対
応していじめの未然防止に
努める。 

小さなトラブルを見逃すことな
く対応していた。 
Ａ：とてもあてはまる 
Ｂ：あてはまる 
Ｃ：あまりあてはまらない 
Ｄ：あてはまらない 
 

【達成基準】 
Ａ＋Ｂの割合１００％ 

教員の達成度の割合(単位％) 

     Ａ  Ｂ   
小  41.7 58.3 
中   8.3 91.7 
高  33.3 67.0 
分  100.0  0 
全体 34.6 65.4 

全教員がＢ評価以上に該当している。今年度より年３
回、職員に児童生徒の気になる行動に対して「いじめ
兆候チェックシート」でアンケートを行っている。小
さなことでも気になるところをチェックすることで
いじめにつながらないよう取り組んでいることが、こ
の評価となったと思われる。ただ中間評価時より小学
部でＡ評価が増えているのに対し中学部では減って
いる。今後もＡ評価が増えるよう取り組んでいく。 

学校関係者評価委員会の評価 

・教員対象の評価ではあるが、今後は高等部生徒からすいあげも今後あるとよい。 

学校関係者評価委員会の評価結果を 
踏まえた今後の改善策 

・今後も「いじめ兆候チェックシート」を活用し小さなトラブルなども見逃さない学校づくりに取り組んでいく。 
・いじめだけでなく学校全体の安心安全に配慮した学校づくりを目指していく。 

 


